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令和３年(２０２１年)９月２５日発行みんなでつくろう緑の江古田(1)

と
に
か
く
明
る
く

と
に
か
く
元
気
に

１
４
０
周
年
！

江
古
田
小
学
校

校
長

岡
本
賢
二

１
４
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
む
か
え
た
江
古
田
小
学
校
は
、
学

校
統
合
が
進
む
中
、
３
年
後
に
は
中

野
区
で
一
番
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

学
校
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
１
４
０
年

の
重
み
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
周
年

記
念
の
非
日
常
的
な
経
験
や
体
験
を

と
お
し
て
、
そ
れ
ら
が
大
切
な
思
い

出
と
な
っ
た
り
、
自
己
の
成
長
に
つ

な
が
っ
た
り
し
て
く
れ
た
ら
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達

の
段
階
に
応
じ
て
母
校
に
誇
り
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
・
保

護
者
・
地
域
・
関
係
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
、
未
来
を
担
う
“
Ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｔ

Ａ
の
子
ど
も
”
を
育
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
「
縄
跳
び
二
重
跳
び
」

の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
チ
ャ
レ
ン
ジ
な

ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

江
古
田
小
学
校

開
校
１
４
０
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

江
古
田
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

大
橋
正
明
・
と
も
子

私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
、
長
い
歴
史
の

中
で
引
き
継
が
れ
る
大
切
な
想
い
を

学
び
な
が
ら
、
次
代
に
活
躍
す
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
組
織
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合
わ
せ
た
活
動

を
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
本
年
度
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
お
い
て
夫
婦
連
名
制
度
を
採
り

入
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
１
４
０
周
年
の
記

念
作
品
と
し
て
、
今
年
誕
生
し
た
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
え
ご
た

ま
ご
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
折
り
紙

ア
ー
ト
を
制
作
中
で
す
。

１
４
０
周
年
記
念
の

江
古
田
小
学
校

江
古
田
小
学
校

６
年
生

大
橋

史
子

私
は
江
古
田
地
域
に
住
み
、
兄
妹

四
人
と
も
江
古
田
小
学
校
に
通
い
、

兄
姉
も
代
表
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

そ
の
江
古
田
小
学
校
が
今
年
開
校

１
４
０
周
年
を
迎
え
、
記
念
と
し
て

み
ん
な
の
応
募
で
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
え
ご
た
ま
ご
」
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
教
育
目
標
に
ち
な
ん

で
、
か
ん
ち
ゃ
ん
（
考
え
る
子
）
し

い
ち
ゃ
ん
（
優
し
い
子
）
た
く
ち
ゃ

ん
（
た
く
ま
し
い
子
）
と
い
う
名
前

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
本
が
好
き
な

の
で
か
ん
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
考
え
る

子
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

周
年
の
お
祝
い
に
行
う
バ
ル
ー
ン

リ
リ
ー
ス
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

左より 大橋正明PTA会長、岡本校長（児童用赤い記念Tシャツ）
大橋とも子PTA会長、山本副校長（大人用紫記念Tシャツ）

校章

”

“

祝江古田小学校140周年

昭和２２年校庭集合

明治４３年窓の障子が
ガラスになった校舎

明治１５年に開校した江古田小学校は、今年１４０周年を迎えます。令和２年度までに１４,３０６名の
卒業生を送り出しています。これからもその歴史と伝統は、子どもたちに引継がれていきます。

昭和２５年校舎

現在の校舎



(2)

江古田小学校
の思い出

「野方東尋常小学校」と改称 現在地に移転

「江古田国民学校」と改称

「江古田小学校」と改称

江原小学校と丸山
小学校へ分かれる

１４０年

現在
令和３年

昭和初期 学芸会
昭和20年 学童疎開（福島県）

乾布まさつをする児童
昭和25年 運動会

「遷蕎小学校」
として開校

江古田小学校の大きな出来事と写真

昭和32年 集団行動の教育

令和2年 外国語研究授業

10
月
16
日
（
土
）
・
17
日
（
日
）

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
て
、

手
芸
や
地
域
団
体
活
動
紹
介
等
の
作

品
展
示
。
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

（
幼
児
は
、
保
護
者
同
伴
）

■
作
品
展

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

（
17
日
午
後
４
時
迄
）

■
こ
ど
も
ま
つ
り

詳
細
は
、

・
チ
ラ
シ
等
参
照

10
月
21
日
（
木
）

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
時
間
】

午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時

【
会
場
】

江
原
公
園
（
江
原
町
１ｰ

15
）

※

マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
下
さ
い
。

【
主
催
・
問
合
せ
先
】

江
古
田
地
区
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
（
３
９
５
４
）
６
９
６
３

●
縄
跳
び
二
重
跳
び

世
界
一
記
録
に
挑
戦
！

10
月
19
日
（
火
）

●
記
念
運
動
会

10
月
31(

日) 

●
記
念
集
会

11
月
13
日(

土) 

在
校
生
の
お
祝
い
の
会

●
記
念
式
典

11
月
27
日(

土
）

★
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
制
作
・
展
示

★
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

た
く
さ
ん
の
感
謝
を
込
め
て
、
そ

の
想
い
を
大
空
へ
風
船
を
放
ち
ま
す
。

140

昭和２２年入学式
運動靴を履いている子は珍しく、
下駄や草履の子が多かった。

昭和３０年頃のプール
当時、江原小学校にプールがなく水着
を着て江古田小学校のプールに行った。

写真提供：山下圭一氏、江古田小学校、中野区広報

祝

HP

昭和５１年頃の校舎
現在の３階建校舎の建築工事中で、
プレハブの仮校舎で学びました。

かめや文具店
江古田小学校の前で、
文房具店を９０年近く
続けています。
いつも、子どもたちを
見守っています。

せんきょう

じんじょう

周
年
記
念
の
催
し
物

昭和２８年卒業式
卒業生は６クラス、約３００名の大所帯。

先生方も生徒の学力向上に苦労されたと思います。 昭和４５年頃の遊具
マンモスフィシュの
上に登ったり中に入っ
てよく遊びました。 ←昭和41年のお店

昭和２５年頃の給食
「ミルク（脱脂粉乳）とコッペパン」
食べ物が少ない時で美味しかったです。

昭和４８年
休み時間は、「ワンパン」野球
で遊び、みんなで盛り上がった。

平成２２年
校内に「キッズ・プラザ江古田」が開設され、
落ち葉を集めて焼き芋大会がありました。



(3)

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
講
師
】
小
原
文
男
氏

（
中
野
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

【
日
時
】
11
月
13
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】
１
階
レ
ク
ホ
ー
ル

【
定
員
】
25
名

先
着
順

江
古
田
の
小
学
校

私
は
、
明
治
二
十
三
年
四
月
に
江

古
田
の
遷
喬
尋
常
小
学
校
へ
入
学
し

た
。
そ
の
当
時
、
江
古
田
に
遷
喬
尋

常
小
学
校
、
沼
袋
に
沼
袋
尋
常
小
学

校
、
鷺
宮
に
双
鷺
尋
常
小
学
校
の
三

校
が
あ
っ
た
。
江
古
田
の
小
学
校
の

遷
喬
と
言
う
名
称
に
付
い
て
は
次
の

よ
う
な
話
し
が
あ
る
。

明
治
五
年
八
月
二
日
、
学
制
に
関

す
る
迎
出
書
が
交
付
さ
れ
た
が
未
だ

小
学
校
が
ど
こ
に
も
無
い
時
に
、
江

古
田
東
福
寺
の
住
職
老
田
亮
意
師
が
、

明
治
六
年
七
月
、
寺
子
屋
の
開
設
を

東
京
府
庁
へ
出
願
し
て
許
可
を
得
て

開
設
し
た
が
、
そ
の
後
、
寺
の
都
合

で
中
止
す
る
事
の
止
む
な
き
に
至
っ

た
の
で
、
昔
源
氏
の
大
将
和
田
義
盛

の
陣
屋
が
あ
っ
た
故
に
和
田
山
と
呼

ば
れ
た
現
在
の
哲
学
堂
が
、
徳
川
時

代
に
大
名
榊
原
家
の
下
屋
敷
で
そ
の

別
邸
の
一
部
を
借
り
て
仮
校
舎
と
し

て
寺
子
屋
を
移
転
し
た
の
で
あ
る
。

時
は
明
治
一
二
年
六
月
二
日
、
校
長

は
伊
藤
清
捷
氏
、
生
徒
四
五
名
で

あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
小
学
校
建
設
の
議
が
起
こ

り
、
戸
長
山
﨑
喜
兵
衛
氏
を
は
じ
め

各
組
総
代
及
び
有
志
諸
氏
の
議
を
纏

め
、
当
所
蓮
華
寺
裏
の
道
路
坂
下
の

北
側
な
る
大
六
天
神
社
境
内
に
あ
っ

た
欅
の
大
木
を
切
倒
し
て
建
築
の
材

料
と
し
、
東
福
寺
よ
り
東
方
三
叉
路

の
西
側
に
明
治
十
四
年
十
月
工
を
起

し
、
翌
十
五
年
一
月
竣
工
し
て
校
名

を
遷
喬
尋
常
小
学
校
と
名
付
け
二
月

四
日
開
校
し
た
。

新
江
古
田
今
昔
（三
十
五
回
）

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

活

動

報

告

ボ

ッ

チ

ャ

教

室

も

よ

お

し

案

内

遷
喬
の
校
名
は
欅
の
大
木
を
建
材

と
し
た
か
ら
鶯
が
幽
谷
を
出
て
喬
木

に
飛
び
移
る
こ
と
、
ま
た
、
人
が
良

い
位
置
に
な
る
と
の
熟
語
で
あ
る
の

で
遷
喬
と
名
付
け
た
と
い
う
。

初
代
校
長
は
山
崎
苗
清
氏
、
教
員

は
磯
村
権
作
氏
で
評
判
が
非
常
に
好

く
、
隣
村
な
る
落
合
村
の
葛
ケ
谷
、

中
井
、
練
馬
村
の
江
古
田
新
田
、
中

新
井
等
の
他
村
か
ら
通
学
す
る
者
も

多
数
あ
っ
た
。

山
崎
先
生
は
香
山
と
号
し
書
道
の

達
人
で
、
各
所
の
記
念
碑
に
書
い
た

の
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
日

本
選
書
奨
励
会
が
毎
年
上
野
で
開
催

さ
れ
る
の
で
そ
れ
に
出
品
し
て
入
賞

者
が
多
数
あ
り
賞
賛
を
博
し
た
。
そ

の
時
代
は
小
学
四
年
、
補
習
科
三
年

の
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
校
名
は

明
治
三
十
六
年
五
月
、
野
方
東
尋
常

小
学
校
、
昭
和
十
六
年
四
月
江
古
田

国
民
学
校
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
、

江
古
田
小
学
校
と
改
名
し
て
現
在
に

至
っ
た
。

想
い
出
の
記
録

著
者

熊
沢

宗
一

「
江
古
田
の
小
学
校
と
百
姓
時
代
」

（
58
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

昭
和
43
年
８
月
10
日
発
行

【
事
業
】
イ
キ
イ
キ
知
っ
得
講
座

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
い
う
え
お
み
せ
を
つ
く
ろ
う
」

8
月
10
日
、
24
日
開
催

セ
ン
タ
ー
内
に
展
示
し
て
あ
っ
た

作
品
が
素
敵
で
、
自
分
で
も
作
る
こ

と
を
希
望
し
た
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

親
子
で
参
加
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

「
楽
し
か
っ
た
」

「
も
っ
と
や
り
た
か

っ
た
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
る

「
お
い
し
い
珈
琲
の
淹
れ
方
教
室
」

8
月
14
日
開
催

会
場
参
加
と
初
め

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
同
時
開
催
で
し
た
。

「
い
つ
も
よ
り
美
味

し
か
っ
た
」
等

好
評
で
し
た
。

【
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
作
品
展
】

●
地
域
を
元
気
に
！
地
域
の
孫
に
な

ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
展
（
江
原
小
学
校

3
年
生
）

は
、
終
了
し
ま
し
た
。

●
「
江
古
田
の
獅
子
舞
」
フ
ェ
ス

み
ん
な
の
作
っ
た
獅
子
舞
の
ぬ
り

絵
や
手
作
り
の
人
形
を
展
示
し
、
お

祭
り
の

を
放
映
し
て
い
ま
す
。

10
月
中
旬
迄

開
催
中
！

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
１

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
た

折
り
鶴
が
、
オ
リ
・
パ
ラ
選
手
の
練

習
会
場
だ
っ
た
キ
リ
ン
レ
モ
ン
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
中
野
区
立
総
合

体
育
館
）
に
飾
ら
れ
選
手
達
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

第
２
回
読
書
ゆ
う
び
ん

第
４
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

＠
Ｅ
ｇ
ｏ
ｔ
ａ

【
応
募
期
限
】
令
和
４
年

２
月
28
日
（
月
）

【
発
表
予
定
】
令
和
４
年
３
月

【
テ
ー
マ
】
江
古
田
・
江
原
町
・
松

が
丘
の
行
事
や
四
季
の
彩
な
ど
の
写

真
（
組
写
真
・
合
成
写
真
は
不
可
）

【
部
門
】
こ
ど
も
（
小
学
生
以

下
）
・
一
般
（
中
学
生
以
上
）

【
賞
】
部
門
ご
と
に
選
ば
れ
た
入
賞

者

に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

【
応
募
方
法
】
Ａ
4
サ
イ
ズ
プ
リ
ン

ト
写
真
に
、
応
募
用
紙
を
添
え
て
持

参
ま
た
は
郵
送
、
も
し
く
は
、
画
像

デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
添
付
（
形
式
は
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
サ
イ
ズ
は
5
Ｍ
Ｂ
以
内
）

一
人
１
点
・
未
発
表
作
品
に
限
る

※

メ
ー
ル
で
応
募
の
際
は
、
応
募
部

門
、
作
品
タ
イ
ト
ル

、
撮
影
場
所

、

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
連
絡
先
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

読
ん
で
つ
な
げ
る

心
の
バ
ト
ン
２
０
２
１

最
近
読
ん
だ
本
の
中
で
「
誰
か
に
読

ん
で
ほ
し
い
な
・
・
・
」
と
思
っ
た
一

冊
を
紹
介
す
る
「
読
書
ゆ
う
び
ん
」
に
、

約
六
百
通
の
ご
応
募
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

作
品
は
、
10
月
下
旬
か
ら
１
階
ふ

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

も
よ
お
し
案
内
に
つ
い
て

【
参
加
費
】
無
料

【
問
合
せ
・
応
募
先
】
江
古
田
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

本
誌
１
面

【
会
議
】
（
開
催
済
み
）

役
員
会
、
町
会
長
会
議

7
月
16
日

事
業
部
会

9
月
16
日

広
報
部
会

8
月
26
日
、
９
月
９
日

（
通
年
事
業
）
健
康
体
操
、
シ
ニ
ア

ヨ
ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

体
操
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操

nakano_egota@lagoon.ocn.ne.jp

送付先メールアドレス

D
V
D

卓
球
選
手
を
迎
え
た
折
り
鶴

せ
ん
き
ょ
う
じ
ん
じ
ょ
う



(4)

12
月
号
は
11
月
25
日
発
行
予
定

■
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
き
矢

体
験
教
室

【
内
容
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
」
の
教
室

【
日
時
】
10
月
23
日
（
土
）

午
前
9
時
～
11
時
半

毎
月
第
4
土
曜
日

【
場
所
】
弓
道
場

【
定
員
】
小
学
生
以
上
の
方

【
対
象
者
】
20
名

【
参
加
費
】
１
5
０
０
円

（
2
回
目
以
降
１
2
０
０
円
）

※

小
・
中
学
生
7
０
０
円

※

マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
哲
学
堂
公
園
事
務
所

（
松
が
丘
１-

34-

28
）

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５

■
芝
生
ヨ
ガ※

単
発
事
業

【
内
容
】
運
動
初
心
者
や
ヨ
ガ
初
心
者

を
対
象
と
し
た
気
軽
に
で
き
る
ヨ
ガ

【
日
時
】
10
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
半

～

12
時

※

雨
天
延
期
の
場
合

10
月
22
日
（
金
）

【
場
所
】
哲
学
堂
公
園

野
球
場

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も

付
添
い
の
お
子
様
入
場
可
（
無
料
）

【
定
員
】
20
名

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
／
回

■
健
康
体
操
教
室

【
内
容
】
毎
日
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
軽

体
操
の
教
室

【
日
時
】
10
月
4
日
・

18
日
（
月
）

午
前
9
時
～
10
時
半

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日

【
場
所
】
弓
道
場

【
定
員
】
15
名

【
対
象
者
】
主
に
高
齢
者
の
方

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
／
回

■
マ
マ
フ
ィ
ッ
ト

【
日
時
】
産
後
マ
マ
対
象
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
教
室

【
日
時
】
10
月
4
日
・

18
日
（
月
）

午
前
11
時
～
12
時

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日

（
祝
日
除
く
）

【
場
所
】
弓
道
場

【
対
象
者
】
産
後
マ
マ

【
定
員
】

15
名

【
参
加
費
】

8
０
０
円
／
回

60
歳
以
上
の
区
民
の
方

各
会
場
先
着
14
人
ま
で

①

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

10
月
26
日
、
11
月
24
日(

水)

毎
月
第
４
火
曜
日

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１

②

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

10
月
15
日
、
11
月
19
日

毎
月
第
３
金
曜
日

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５

③

松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ

10
月
28
日
、
11
月
25
日

毎
月
第
４
木
曜
日

☎(

５
３
８
０)

５
７
６
１

参
加
費

９
０
０
円

【
予
約
方
法
】
事
前
予
約
受
付
無
し

①
②
当
日
９
時
か
ら
会
場
へ
の
電
話

受
付
の
み
。

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

③
当
日
９
時
か
ら
窓
口
受
付
、
９
時

半
か
ら
電
話
受
付
も
可
。

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
45
分

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
為
、
体
調
や
体
温
（
37
度
以

下
）
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
、
タ
オ
ル
（
ま
た
は

て
ぬ
ぐ
い
）
２
本
と
バ
ス
タ
オ
ル
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

12
月
利
用
分

10
月
18
日
（
月
）

1
月
利
用
分

11
月
15
日
（
月
）

地
元
団
体

９
時
か
ら

一
般
団
体

10
時
半
か
ら

【
問
合
せ
】

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
受
付

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１

■
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

10
月
か
ら
来
年
１
月
末
ま
で
の
予

定
で
、
ト
イ
レ
工
事
を
行
い
ま
す
。

通
常
通
り
の
開
館
・
運
営
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
一
部
、
利
用
で
き
な

い
部
屋
・
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま

す
。

■
乳
幼
児
親
子
事
業

「
み
ず
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」

親
子
で
手
遊
び
や
体
操
を
し
ま

し
ょ
う
。
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
11
時
か
ら
午
前
11
時
15
分
（
祝
祭

日
を
除
く
）

三

療

サ

ー

ビ

ス

集

会

室

の

抽

選

※

詳
し
く
は
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の

家
「
お
た
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

（
江
古
田
１-

９-

24
）

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
為
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
が
中

止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
Ｈ
Ｐ
や
各
催
し
物
の
担
当
へ
電

話
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
28
日
（
日
）

【
場
所
】
中
野
区
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
中
野
２-

13-

14
）

【
内
容
】
中
野
区
に
関
す
る
歴
史
、

地
理
、
文
化
、
観
光
、
産
業
を
中
心

に
出
題

【
部
門
】
一
般
・
ビ
ギ
ナ
ー
（
年
齢

制
限
な
し
）

【
受
検
受
付
】
10
月
１
日
（
金
）
～

11
月
15
日
（
月
）

※

事
前
申
込
み
・
受
検
料
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
主
催
・
問
合
せ
】

（
公
財
）
中
野
区
教
育
振
興
会

☎
（
３
２
２
８
）
５
５
４
４

第

八

回

中

野

区

検

定

も

よ

お

し

案

内

哲

学

堂

公

園

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

編
集
後
記

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
丘
フ
ェ
ス
タ

11
月
3
日
（
祝
）

【
内
容
】
江
古
田
の
森
の
散
策
ツ

ア
ー
（
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
観
察
会
）
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
押
し
葉
ハ
ガ
キ
作
り
、

森
の
音
楽
会
や
森
の
お
話
し
会
、

パ
ネ
ル
展

【
場
所
】
江
古
田
の
森
公
園
学
習
室
等

【
詳
細
の
問
合
せ
先
】

中
野
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
会@

事
務
局

能
津
恵
子

☎

✉
c
h

ih
o
th

o
t@

g
m

a
il.c

o
m

先
日
、
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
主
催
の
「
お
い

し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
」
講
座

を
受
講
し
ま
し
た
。
専
門
家
に
よ

る
説
明
と
実
技
で
本
格
的
な
ド

リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
学

び
ま
し
た
。

外
出
も
ま
ま
な
ら
ぬ
昨
今
、
久

し
ぶ
り
に
プ
ロ
の
味
を
堪
能
し
ま

し
た
。
皆
様
も
こ
の
よ
う
な
教
室

が
開
か
れ
た
際
は
、
是
非
参
加
し

て
充
実
し
た
生
活
の
糧
に
さ
れ
た

ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
特
集
し
た
よ
う
に
本
年

は
江
古
田
小
学
校
創
立
１
４
０
周

年
に
な
り
ま
す
。
開
校
し
た
明
治

15
年
に
は
上
野
動
物
園
が
日
本
で

最
初
の
動
物
園
と
し
て
開
園
し
て

い
ま
す
。

長
い
歴
史
の
あ
る
こ
の
学
校
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
有

為
な
人
材
が
巣
立
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
江
古
田
小
学
校
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

[

青
山
記]
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